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市民意識調査の結果（速報値） 

■調査概要 

調査目的 珠洲市復興計画の策定において、市民の現状、復興に関する考え方を取り

入れるため、生活全般の状況、お住まいの再建意向、お仕事の状況、まち

づくりに望むこと等を把握する。 

対象世帯 珠洲市の全世帯 

調査期間 珠洲市にお住いの方  2024（令和 6）年 6月 25 日～7月 16 日 

珠洲市外にお住いの方 2024（令和 6）年 8月 2日～8月 19 日 

配布数・回収数 珠洲市にお住いの方 

 郵便局による配達地域指定郵便 4,476 票 

 市内避難場所          370 票  計 4,846 票 

速報値は 7月 19 日までに入力   1,590 票（ネット回答 192 票）32.8％  

※珠洲市外にお住いの方には 1,200 票の配布を予定  

 

■結果概要 

１．回答者世帯の属性 

①世帯主の年齢               ③地震発生時点のご住所 

  件数 割合 

39 歳以下 47 3.0% 

40～59 歳 328 21.0% 

60～74 歳 629 40.3% 

75 歳以上 556 35.6% 

全体 1560 100.0% 

 

②世帯主の性別 

  件数 割合 

男性 1207 76.6% 

女性 359 22.8% 

その他 1 0.1% 

答えたくない 9 0.6% 

全体 1576 100.0% 

 

 

  

資料－６ 

  件数 割合 

宝立 246 15.7% 

上戸 178 11.4% 

飯田 166 10.6% 

若山 200 12.8% 

直 122 7.8% 

正院 123 7.9% 

蛸島 124 7.9% 

三崎 267 17.1% 

日置 68 4.3% 

大谷 71 4.5% 

全体 1565 100.0% 
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２．被災後の世帯の生活全般 

①買物はどうされていますか 

 （すべてに○） 

・約８割の市民は市内の商店

やスーパーで間に合って

いると回答。 

・商店やスーパーが被災した

ため困っていると回答し

た世帯は約 16％。 

 

 

 

②通院はどうされていますか 

 （すべてに○） 

・通院していない世帯は約２

割である。 

・市内のかかりつけの医療機

関に通院している世帯は

約 65％。 

・市外に通院している世帯は

23％。 

 

 

③通院にあたりお困りのことはありますか。（通院されている方） 

・困っていないと回答した世

帯は約 64％。 

・通院時間が長いことが困っ

ていると答えた世帯は約

19％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.9%

30.0%

1.4%

16.4%

7.2%

16.4%

9.1%

市内の商店やスーパーで間に合っている

市外まで買い物に行っている

移動手段が無く、徒歩等で行ける範囲に商店

がないため知人やヘルパーなどに頼っている

インターネット等の通信販売で買っている

移動販売が来るのでそれで買っている

行きつけの商店やスーパーが被災したため

困っている

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

(n=1577)

21.3%

65.2%

23.0%

5.8%

通院していない

市内のかかりつけの病院・医院に通院し

ている

市外のかかりつけの病院・医院に通院し

ている

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(n=1575)

64.3%

8.6%

8.3%

19.4%

8.9%

困っていない

病院が被災して困っている

通院のための交通手段がなく困っている

通院時間が長いことが困っている

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(n=1193)
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④住宅再建以外で震災以前の生活に戻るために必要な支援や対策は何ですか。（主なもの３つまで） 

・支援金等の助成が最も多く

約 70％、次いで、道路・交

通の復旧が約 55％、上下水

道の復旧が約 38％。 

・医療、保健の充実（21.2％）

や、地域による見守り、支

え合い（15.8％）を回答す

る世帯も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．お住まいについて 

①ご自宅の被災状況をお答えください。 

・全壊～半壊までの割合が高い地区は、蛸島（83.9％）、正院（79.7％）、宝立（74.8％）、三崎（67.7％）

である 

 

44.7%

10.2%

14.5%

19.3%

17.2%

48.8%

44.4%

25.8%

14.9%

9.9%

26.4%

8.5%

3.4%

2.4%

8.1%

4.9%

13.8%

12.9%

10.8%

6.0%

4.2%

7.8%

6.5%

4.5%

5.5%

4.1%

6.6%

1.6%

11.3%

10.4%

13.4%

9.9%

7.0%

15.0%

19.3%

22.4%

22.3%

22.1%

15.4%

15.3%

20.8%

9.0%

22.5%

18.9%

9.8%

27.3%

21.2%

24.9%

14.8%

11.4%

8.9%

13.8%

29.9%

32.4%

17.9%

14.2%

32.4%

29.1%

18.3%

29.5%

8.9%

6.5%

17.3%

25.4%

19.7%

19.8%

0.8%

0.6%

3.0%

1.5%

2.5%

0.0%

0.0%

0.8%

1.5%

0.0%

1.1%

0.0%

1.7%

0.0%

0.0%

1.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.3%

0.4%

0.6%

1.8%

1.5%

0.8%

0.0%

0.8%

0.4%

0.0%

1.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宝立(n=246)

上戸(n=176)

飯田(n=165)

若山(n=197)

直(n=122)

正院(n=123)

蛸島(n=124)

三崎(n=260)

日置(n=67)

大谷(n=71)

全体(n=1551)

全壊 大規模半壊 中規模半壊 半壊 凖半壊

一部損壊 被害はなかった 分からない その他

69.7%

12.7%

7.7%

37.6%

55.3%

6.0%

21.2%

12.2%

5.8%

11.3%

15.8%

7.1%

支援金等の助成（生活再建）

低金利（無利子）の融資や補助金（事業の

継続、農林水産業の継続等）

就労支援、仕事ができない間の雇用保険

の支給等

上下水道の復旧

道路・交通の復旧

保育・学校教育の充実

医療、保健の充実

福祉サービスの充実

心のケア

行政による見守り

地域による見守り、支え合い

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

(n=1462)



4 

②将来のお住まいについて、現在のお考えはどれですか。（１つに〇） 

・全体で、「元と同じ場所で住みたい」が 62％、「元と同じ町内・集落内で住みたい」が約 8％で

あり、約７割は、元の場所または同じ町内・集落内で住みたいと考えている。 

 

③将来のお住まいについて、あなたの思いに最も近いものはどれですか。（１つに〇） 

・全体で、「被災した住宅を補修して住みたい」が約 45％、「新築または持ち家を購入したい」が

約 20％、「現時点では未定」が約 22％である。 

・蛸島では公営住宅・災害公営住宅へのニーズが高く、正院は未定の世帯が多い傾向にある。 

 

57.8%

68.9%

63.1%

66.7%

53.7%

56.7%

49.2%

68.2%

61.8%

65.7%

62.0%

13.1%

4.0%

8.8%

4.2%

5.8%

7.5%

11.9%

6.9%

11.8%

5.7%

7.9%

5.9%

2.8%

0.0%

1.0%

2.5%

1.7%

4.2%

0.0%

0.0%

0.0%

2.0%

2.5%

1.7%

3.1%

4.2%

5.0%

8.3%

11.0%

1.9%

2.9%

10.0%

4.3%

5.1%

7.3%

8.8%

7.8%

5.8%

6.7%

4.2%

6.1%

5.9%

7.1%

6.5%

14.3%

14.7%

14.4%

14.6%

24.8%

18.3%

17.8%

16.9%

16.2%

10.0%

16.1%

1.3%

0.6%

1.9%

1.6%

2.5%

0.8%

1.7%

0.0%

1.5%

1.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宝立(n=237)

上戸(n=177)

飯田(n=160)

若山(n=192)

直(n=121)

正院(n=120)

蛸島(n=118)

三崎(n=261)

日置(n=68)

大谷(n=70)

全体(n=1524)

元と同じ場所（被災した場所）で住みたい
現在の場所と変わっても、元と同じ町内・集落内で住みたい
町内・集落は変わっても、元の地区（宝立、上戸…など）で住みたい

地区は変わっても珠洲市内で住みたい
珠洲市以外で住みたい

分からない、まだ決めていない
その他

38.5%

58.7%

50.9%

50.3%

35.6%

32.0%

23.0%

50.8%

52.4%

58.6%

45.2%

24.7%

12.8%

17.6%

15.2%

21.2%

27.0%

28.7%

21.5%

14.3%

17.1%

20.3%

0.8%

0.6%

1.9%

1.0%

2.5%

2.5%

0.8%

2.3%

0.0%

0.0%

1.4%

13.4%

5.8%

5.7%

5.2%

9.3%

9.0%

21.3%

6.5%

12.7%

8.6%

9.2%

18.4%

20.9%

21.4%

25.7%

26.3%

27.9%

24.6%

18.5%

20.6%

12.9%

21.6%

4.2%

1.2%

2.5%

2.6%

5.1%

1.6%

1.6%

0.4%

0.0%

2.9%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宝立(n=239)

上戸(n=172)

飯田(n=159)

若山(n=191)

直(n=118)

正院(n=122)

蛸島(n=122)

三崎(n=260)

日置(n=63)

大谷(n=70)

全体(n=1516)

被災した住宅を補修して住みたい（住んでいる）

新築または持ち家を購入したい

民間の賃貸住宅（アパート等）に住みたい

公営住宅・災害公営住宅に住みたい

現時点では未定

その他
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④お住まいの再建について、それぞれに関し、どれくらい重視されるかお答えください。 

・再建費用に関し「とても重視する」が約 75％と高いが、全項目で重視する人が多い。 

 

⑤お住まいの場所を考えるにあたり、それぞれに関し、どれくらい重視されるかお答えください。 

・「とても重視する」の回答割合が高い項目は、地震・津波からの安全性（66.9％）、保健・医療・

福祉等の環境（46.0％）、買い物の環境（36.1％）である。 

 

  

75.2%

44.7%

51.5%

19.6%

40.7%

32.9%

3.2%

11.5%

8.7%

2.0%

3.2%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅の再建費用(n=1324)

自宅の再建にかかる時間(n=1229)

自宅の再建場所(n=1197)

とても重視する 重視する 重視しない 全く重視しない

66.9%

29.3%

36.1%

23.7%

46.0%

32.9%

26.2%

26.2%

29.5%

47.1%

54.6%

41.2%

47.2%

48.3%

55.0%

49.8%

2.8%

16.4%

7.9%

21.8%

5.2%

15.2%

15.8%

19.4%

0.9%

7.2%

1.4%

13.3%

1.6%

3.5%

3.0%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地震・津波からの安全性 (n=1381)

仕事の確保・通勤条件(n=1241)

買い物の環境(n=1327)

子育て・教育の環境(n=1169)

保健・医療・福祉施設等の環境(n=1313)

公共交通機関の環境(n=1297)

道路や公園、集会所などの環境(n=1292)

地域コミュニティ(n=1318)

とても重視する 重視する 重視しない 全く重視しない
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４．お仕事について 

①地震発生前、お仕事をされていましたか（世帯の中で、主な収入を得ている人）。 

・世帯主が 59 歳以下の世帯では、ほぼすべての世帯がお仕事をされている。 

 
 

②地震発生前のお仕事の形態をお答えください。（お仕事をしていた方、１つに〇） 

・世帯主が 59 歳以下では正社員が多く、60 歳以上では自営業の割合が高くなる。 

 
 

③地震前後であなたの就業形態に変化はありましたか。（お仕事をしていた方、１つに〇） 

・世帯主が 59 歳以下では「変化がない」が大半を占め、60 歳以上では「仕事を辞めた」「休んで

いる」の割合が多くなる。 

 

97.9%

94.2%

68.6%

39.6%

65.2%

2.1%

5.8%

31.2%

59.6%

34.4%

0.0%

0.0%

0.2%

0.8%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

39歳以下(n=47)

40～59歳(n=328)

60～74歳(n=618)

75歳以上(n=512)

全体(n=1505)

お仕事をしていた お仕事をしていなかった わからない

2.2%

13.4%

31.0%

43.0%

26.5%

13.0%

12.1%

6.5%

3.6%

8.0%

76.1%

66.8%

30.8%

24.9%

43.2%

4.3%

4.0%

25.8%

23.3%

17.3%

4.3%

3.7%

6.0%

5.2%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

39歳以下(n=46)

40～59歳(n=298)

60～74歳(n=403)

75歳以上(n=193)

全体(n=940)

自営業（農家、林家、漁師を含む） 会社役員

正社員（農林水産業の法人の社員を含む） パート・アルバイト

その他

4.4%

7.6%

17.9%

20.0%

14.4%

6.7%

6.6%

14.0%

24.7%

13.4%

2.2%

2.6%

1.7%

1.6%

2.0%

0.0%

0.7%

1.5%

2.1%

1.3%

82.2%

73.0%

58.5%

44.2%

61.4%

4.4%

9.5%

6.4%

7.4%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39歳以下(n=45)

40～59歳(n=304)

60～74歳(n=407)

75歳以上(n=190)

全体(n=946)

仕事を辞めた（廃業・失業） 休んでいる（休業・休職） 転職した

創業・起業した 変化はない その他
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④地震発生前、珠洲市内で自営業、農林漁業を営

んでいた方にお伺いします。珠洲市内で事業を

再開したいと思いますか。 

・「市内ですでに再開している」が約 52％、「市

内で再開したい」が約 26％である。 

 

 

 

 

 

 
 

⑤地震発生前、珠洲市内で自営業、農林漁業を営んでいた方にお伺いします。珠洲市内で事業を

再開するうえでの課題は何ですか。（主なもの３つまで） 

・「設備、農地、港などの被害が大きい」「新たな設備投資が必要になる」が４割を超えている。 

・次いで「資金が無い」が約 28％、「事業の後継者がいない」が約 27％である。 

 

５．防災に対する備え、考え方 

①地震発生時（令和６年１月１日 16 時 10 分）に、

あなたはお住まいの地域にある指定避難所を知

っていましたか。 

・避難所を知っていた割合は 86％と高い。 

 

 

  

41.3%

40.4%

26.8%

10.6%

3.8%

27.7%

18.7%

1.7%

6.8%

17.0%

5.5%

設備、農地、港などの被害が大きい

新たな設備投資が必要になる

事業の後継者がいない

従業員を確保できない

再開する場所がない

資金が無い

客の確保が難しい

風評被害がある

取引先企業の確保が難しい

該当しない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

(n=235)

52.3%

26.2%

5.9%

8.4%

6.8%

0.4%

市内ですでに再開している 市内で再開したい

市内で再開する考えはない 分からない

該当しない その他

(n=237)

86.0%

14.0%

知っていた 知らなかった

(n=1533)
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②あなたは今回の震災で、不足、不十分だと思ったことはありますか。（主なもの３つまで） 

・「非常持ち出し品や災害備蓄品など個人の備え」が約 47％と最も多く、次いで「建物の補強等」

が約 43％である。 

・「地震発生後の災害情報」（32.7％）、「食事や毛布などの物資の支援」（30.2％）、「情報連絡体制」

（29.7％）を挙げる市民も多い。 

 
③今後、珠洲市を災害に強いまちとするため、どのような防災対策が重要だとお考えですか。（主

なもの３つまで） 

・「インフラ（道路、上下水道、電気、通信）の強靭化」（77.9％）、「建物の耐震化」（64.9％）、「避

難所の機能強化（上下水道、電気、通信など）」（43.6％）の割合が高い。 

・次いで「地震発生後の災害情報の強化」（20.7％）、「非常時に迅速に避難できる避難路の確保・

整備」（20.2％）である。 

 

47.3%

43.4%

4.0%

32.7%

11.7%

4.8%

4.7%

21.6%

30.2%

5.5%

21.1%

29.7%

7.2%

10.2%

非常持出品や災害備蓄品など個人の備え

建物の補強等

地震発生前のハザード情報（被災想定区域や避難場所などの地図）

地震発生後の災害情報（地震や津波情報、避難指示情報など）

避難誘導や安否確認

避難所や高台までの避難経路の把握

避難訓練等への参加

避難所の運営

食事や毛布などの物資の支援

相談受付体制

被災者に対する支援

情報連絡体制

町内会や自主防災組織など地域の協力体制

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

(n=1466)

64.9%

77.9%

16.0%

20.2%

8.9%

18.6%

4.5%

4.3%

43.6%

2.3%

20.7%

4.0%

9.7%

3.5%

建物の耐震化

インフラ（道路、上下水道、電気、通信）の強靭化

浸水を防ぐ堤防・防潮堤の整備

非常時に迅速に避難できる避難路の確保・整備

津波から避難できる高層の建物の整備

危険箇所の土地の改善・改修

危険箇所の土地利用規制

防災拠点になる公園・緑地の整備

避難所の機能強化（上下水道、電気、通信など）

「地震発生前」のハザード情報（被災想定区域や避難場所などの地図）の充実

「地震発生後」の災害情報（地震や津波情報、避難指示情報など）の強化

避難訓練や防災教育の充実

近所付き合いの活発化

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

(n=1466)
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６．復興まちづくり 

①今後５～１０年程度の珠洲市の振興にむけ、復興まちづくりに何を望まれますか。（主なもの３

つまで） 

・「上下水道の強靭化」（51.0％）が最も多く、次いで「道路の強靭化」（42.8％）、「公営住宅整備、

住宅再建への支援」（34.5％）である。 

・「災害に強いまちづくり」（31.6％）、「電気、通信などの強靭化」（30.0％）を望む声も多い。 

 

 

 

42.8%

51.0%

30.0%

31.6%

15.5%

16.7%

5.5%

34.5%

5.3%

6.6%

6.3%

13.5%

7.9%

19.1%

8.1%

7.9%

1.7%

0.7%

1.6%

3.6%

道路の強靭化

上下水道の強靭化

電気、通信などの強靭化

災害に強いまちづくり

農業・漁業の復興・振興

事業所・企業の再建・産業の振興

観光産業の再建・振興

公営住宅整備、住宅再建への支援

集会場などコミュニティ施設の再建

公共交通の維持

保育、教育環境の充実

高齢者福祉、介護の充実

保健、医療の充実

珠洲市総合病院の機能強化

防災体制の強化、防災拠点の整備

移住・定住の促進

奥能登国際芸術祭などアートを活かしたまちづくり

大学連携の推進

世界農業遺産、トキ放鳥等、珠洲ブランドの価値向上

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

(n=1466)


